
 は
じ
め
に

　

昨
年
、
岩
見
沢
市
は
開
基　

年
・
市
制

１３０

施
行　

周
年
を
迎
え
、
多
く
の
市
民
の
皆

７０

さ
ま
と
と
も
に
祝
い
、
元
気
な
ふ
る
さ
と

を
実
現
し
、
未
来
の
岩
見
沢
へ
の
思
い
を

ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ま
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
を
基

軸
と
し
て
、「
行
政
改
革
大
綱
」、「
中
長
期

財
政
計
画
」お
よ
び「
職
員
定
員
管
理
計

画
」を
策
定
し
、　

年
先
の
未
来
を
見
据

１０

え
た
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
等
を
し
っ

か
り
踏
ま
え
た
う
え
で
、
着
実
に
具
現
化

を
図
り
、
市
役
所
改
革
と
行
財
政
改
革
に

不
断
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
構
造
的
な
課
題
は
、
岩
見
沢
市

に
と
っ
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

著
し
い
人
口
減
少
や
依
然
と
し
て
厳
し

い
地
域
経
済
の
状
況
、
さ
ら
に
は
少
子
高

齢
化
の
急
速
な
進
行
に
よ
り
、
社
会
構
造

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
行
政
だ
け
で

は
な
く
市
民
、
町
会（
自
治
会
）、
市
民
活

動
団
体
、
企
業
、
大
学
な
ど
様
々
な
主
体

の
活
動
に
よ
る 
共
創 
・
協
働
が
あ
っ
て
こ

き
ょ
う
そ
う

そ
、
岩
見
沢
の
ま
ち
を
元
気
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
岩
見
沢
の
ま
ち
の
活
性
化

戦
略
の
確
立
を
目
指
し
、
オ
ー
ル
岩
見
沢

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

 市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　

私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
市
政

運
営
の
基
本
は
、「
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
信

頼
」と
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
姿
勢
を
堅
持
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
中
に
出
向
き
、
多
く
の
方
と
対

話
し
、
と
も
に
知
恵
を
絞
り
、
現
場
主
義

の
も
と
で
市
政
へ
の
信
頼
を
積
み
重
ね
な
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皆さんの

暮らし・暮らしやすさを重点に

平成２６年度 市政方針と予算

未未
来来
をを
育育
むむ
岩岩
見見
沢沢
のの

スス
タタ
ーー
トト

未
来
を
育
む
岩
見

を
育
む
岩
見
沢沢
のの

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

未
来
を
育
む
岩
見
沢
の

ス
タ
ー
ト

が
ら
、
常
に
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
市
民
本
位
の
市
政
、
開

か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
社
会
情
勢
、
財
政
環
境

の
中
で
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

職
員
の
能
力
を
高
め
、
説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
市
役
所

は
、「
改
善
か
ら
挑
戦
、
待
つ
か
ら
出
向
く
、

受
領
か
ら
提
案
」へ
と
主
体
的
に
自
己
改

革
し
、
社
会
経
済
情
勢
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
市
役
所
を
サ
ー
ビ
ス
業
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
を
常
に

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
引
き
続
き
各
種
施

策
の
質
・
量
・
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
、
新
年

度
は
特
に
施
策
の
質
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
快
適
か
つ
安
全
で

安
心
し
て
、
健
康
で
暮
ら
せ
る
市
民
生
活

の
向
上
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
、
次
の
世
代
に

誇
り
を
持
っ
て
、
岩
見
沢
の
ま
ち
を
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
上
記
の
４
点
を
重
点
的
に

取
り
組
む
分
野
に
位
置
付
け
、
市
政
を
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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市
政
の
基
本
で
あ
る
市
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
と
生
活
の
質
の
向

上
に
資
す
る
た
め
、
防
災
対
策
や
雪

対
策
の
充
実
・
強
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
自
然
に
や
さ
し
い
ご
み
処
理

を
基
本
と
し
た
ご
み
の
分
別
、
減

量
、
再
資
源
化
の
推
進
に
よ
る
循
環

型
社
会
の
形
成
、
市
民
生
活
に
欠
か

せ
な
い
生
活
道
路
の
計
画
的
整
備
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

●：新規・拡充事業

〇：継続事業

4平成26年4月   　　　　　　　

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
生
活
の
質
の
向
上
の
た
め
に

市市
民民
のの
安安
全全
・・
安安
心心
なな
暮暮
らら
しし

市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら

市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
しし

市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

【
防
災
対
策
の
強
化
】

〇
防
災
対
策
事
業　
　
　
　

《
３
千　

万
円
》

３１３

 

災
害
時
用
備
蓄
品
・
資
機
材
の
充
実

 

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
大
河
川
５
河

川
）を
全
世
帯
に
配
布

●
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
放
送
整
備
事
業

《
２
千　

万
円
》

３００

 

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
端
末
の
普
及
を

促
進

〇
災
害
応
急
対
策
事
業　
　
　

《
５
千
万
円
》

 

豪
雪
を
は
じ
め
、
災
害
時
に
お
け
る
迅

速
な
応
急
対
策
の
実
施

〇
消
防
車
両
整
備
事
業　
　

《
３
千　

万
円
》

３２８

 

計
画
的
な
消
防
車
両
の
更
新

【
雪
対
策
の
推
進
】

〇
除
排
雪
事
業　
　
　
　

《　

億
９
千
万
円
》

１０

 

近
年
の
大
雪
傾
向
を
踏
ま
え
た
除
排
雪

の
体
制
・
水
準
を
確
保

〇
地
域
除
排
雪
活
動
支
援
事
業《

１
千　

万
円
》

７８６

 

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
町
会（
自

治
会
）に
よ
る
高
齢
者
世
帯
等
の
通
路

確
保
を
支
援

 

高
齢
者
世
帯
等
要
件
該
当
世
帯
に
対
す

る
屋
根
の
雪
下
ろ
し
費
用
の
助
成

【
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
確
保
】

〇
町
会
等
管
理
街
路
灯
維
持
支
援
事
業

《
５
千　

万
円
》

９１９

 

町
会（
自
治
会
）等
で
管
理
す
る
街
路
灯

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進

●
生
活
交
通
確
保
対
策
事
業
《
３
千　

万
円
》

６８４

 

将
来
を
見
据
え
た
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
検
討

●
栗
沢
地
区
整
備
事
業　
　

《
２
千　

万
円
》

９２８

 

栗
沢
支
所
新
庁
舎
基
本
・
実
施
設
計

 

栗
沢
駅
前
広
場
・
栗
沢
駅 
跨 
線
橋
実
施

こ

設
計

安
全
・
安
心
な
体
制
の
確
立

【
循
環
型
社
会
の
形
成
推
進
】

〇
新
ご
み
処
分
場
建
設
事
業　
　
　
　

《　

億
円
》

３３

 

平
成　

年
４
月
供
用
開
始
に
向
け
た
、
新
ご

２７

み
処
分
場
の
建
設（
３
か
年
事
業
の
３
年
目
）

●
ご
み
減
量
化
推
進
事
業　
　
　

《
７
千　

万
円
》

３６９

 

分
別
区
分
の
変
更
、
ご
み
有
料
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進

【
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
】

〇
墓
地
霊
園
管
理
造
成
事
業
《
２
億
３
千　

万
円
》

１０６

 

緑
が
丘
霊
園
拡
張
工
事（
平
成　

年
度
一
部

２６

供
用
開
始
）

●
ご
み
処
理
対
策
事
業　
　

《　

億
３
千　

万
円
》

１１

５６

 

公
共
施
設
の
生
ご
み
堆
肥
化
を
行
う
施
設
の

改
修

 

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
向
け
た
新
た
な

分
別
収
集
や
分
別
区
分
の
変
更
に
伴
う
、
収

集
曜
日
や
収
集
コ
ー
ス
の
見
直
し

【
緑
豊
か
な
環
境
の
整
備
】

●
利
根
別
原
生
林
保
全
事
業　
　

《
６
千　

万
円
》

６１９

 

大
正
池
の
堤
体
復
旧
を
進
め
る
た
め
、
調
査
・

設
計
を
実
施

 

利
根
別
原
生
林
の
保
全
や
活
用
の
た
め
、
遊

歩
道
等
の
あ
り
方
に
係
る
基
本
構
想
の
策
定

環
境
の
保
全
と
衛
生
対
策

5 平成26年4月 　　　　　　　

【
住
宅
・
住
環
境
の
整
備
】

〇
道
路
新
設
改
良
事
業　
　
　
　
《　

億
８
千　

万
円
》

１８

７００

 

道
路
整
備
５
か
年
計
画
や
地
域
要
望
等
に
基
づ

き
、
道
路
改
良
舗
装
、
橋
梁
補
修
、
歩
道
造
成
等

を
実
施

〇
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
《　

万
円
》

３８５

 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
緑
の
基
本
計
画
に

基
づ
く
都
市
計
画
の
用
途
地
域
や
都
市
計
画
道

路
、
公
園
等
の
計
画
的
な
見
直
し
を
実
施

●
街
路
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
３
億
１
千
万
円
》

 

西　

丁
目
通
街
路
整
備
を
行
う
た
め
の
用
地
・
物

２０
件
補
償
等
を
実
施

 

東　

丁
目
通
街
路
整
備
を
行
う
た
め
の
現
況
測

１７
量
・
実
施
設
計
等
を
実
施

 

１
条
通
お
よ
び
駅
前
通
街
路
整
備
を
行
う
た
め
の

物
件
補
償
等
を
実
施

●
市
営
住
宅
建
設
事
業　
　
　
　
《
３
億
９
千
２
万
円
》

 

北
５
条
団
地
の
建
て
替
え
を
実
施（
２
か
年
工
事

の
２
年
目
）

 

元
町
団
地
２
号
棟
の
長
寿
命
化
工
事
を
実
施

 

栗
沢
栄
団
地
の
建
て
替
え
に
向
け
た
設
計
等
を
実
施

〇
あ
ん
し
ん
住
ま
い
づ
く
り
助
成
事
業
《
１
億　

万
円
》

２２

 

居
住
環
境
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
住
宅
改
修
費

用
の
一
部
助
成（
平
成　

年
度
で
事
業
終
了
）

２６

●
下
水
道
築
造
事
業　
　
　
　
　
　
　
《
８
億　

万
円
》

７６３

 

下
水
道
施
設
の
計
画
的
な
整
備
・
更
新
を
実
施

快
適
な
市
民
生
活
の
基
盤
整
備

り
ょ
う



　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
た
く
ま
し
く
育

ち
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
、
質
の
高

い
教
育
環
境
を
推
進
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
誰
も
が
、
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
寿

命
の
重
要
性
に
着
目
し
、
健
康
の
保
持
・
増
進
、

疾
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な

が
る
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

【
地
域
福
祉
の
向
上
】

●
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業《３

億
２
千　

万
円
》

１００

 

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
、
低
所
得
者

へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

●
市
民
後
見
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
《　

万
円
》

１２１

 

成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
市
民
後
見
人
を
養
成

【
健
康
づ
く
り
の
推
進
】

●
健
康
寿
命
延
伸
事
業　
　
　
　
《
８
千　

万
円
》

５４８

 

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
支
援

 

健
康
増
進
計
画
策
定
を
実
施

 

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
用
の
一
部

を
助
成

●
疾
病
予
防
推
進
事
業　
　
《
１
億
３
千　

万
円
》

３２７

 

疾
病
・
感
染
症
の
発
症
お
よ
び
ま
ん
延
予
防

の
た
め
、
予
防
接
種
事
業
を
実
施

 

風
し
ん
の
流
行
抑
制
の
た
め
、
予
防
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成

【
高
齢
者
施
策
の
推
進
】

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
事
業

《
１
千　

万
円
》

２７６

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
低
所
得
者
を

対
象
と
し
た
、
利
用
者
負
担
額
の
軽
減
を
実
施

【
障
が
い
者
施
策
の
推
進
】

●
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業《　

億
４
千　

万
円
》

２３

４８０

〇
障
害
者
自
立
推
進
事
業　
《
１
億
３
千　

万
円
》

５１

 

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
自
立
し
た
日
常
生
活

や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
支
援
を
実
施

 

障
害
児
通
所
支
援
の
利
用
者
負
担
を
無
料
化

 

「
障
が
い
者
福
祉
計
画
」の
次
期
計
画
を
策
定

【
医
療
体
制
の
充
実
】

〇
医
療
機
械
器
具
等
整
備
事
業《
２
億
２
千　

万
円
》

３６２

 

医
療
機
器
の
整
備
を
計
画
的
に
実
施

 

Ｘ
線
透
視
撮
影
装
置
ほ
か　

品
目
を
整
備

３５

健
康
・
福
祉
の
推
進

●：新規・拡充事業

〇：継続事業

6平成26年4月   　　　　　　　

子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
社
会
の
実
現
と
誰
も
が
健
康
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
た
め
に

市市
民民
のの
健健
康康
なな
暮暮
らら
しし

市
民
の
健
康
な
暮
ら

市
民
の
健
康
な
暮
ら
しし

市
民
の
健
康
な
暮
ら
し

【
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
】

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給
事
業

《
９
千　

万
円
》

６００

 

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
、
子

育
て
世
帯
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
の

給
付
金
を
支
給

〇
不
妊
治
療
費
助
成
事
業　
　
《
１
千
万
円
》

 

体
外
受
精
や
人
工
授
精
な
ど
の
不
妊

治
療
費
の
一
部
を
助
成

〇
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業　
　
《　

万
円
》

６７５

 

産
前
産
後
の
子
育
て
家
庭
の
身
体
的
・

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
妊

娠
届
時
か
ら
出
産
後
１
年
以
内
の
期

間
、
家
事
・
育
児
の
支
援
を
実
施

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

《　

万
円
》

４５２

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、

岩
見
沢
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
を
策
定

●
子
育
て
支
援
拠
点
整
備
事
業

《　

万
円
》

７８８

 

で
あ
え
ー
る
岩
見
沢
に
子
育
て
支
援

の
関
連
部
門
の
集
約
、
１
年
を
通
じ

て
利
用
で
き
る
遊
び
場
の
整
備
に

向
け
た
、
基
本
・
実
施
設
計
に
取
り

組
む

●
病
児
保
育
施
設
整
備
事
業《

１
千　

万
円
》

８５０

 

病
児
保
育
の
実
施
を
目
指
し
、
専
用

施
設
の
整
備
や
開
設
に
向
け
た
準
備

を
実
施

●
院
内
保
育
園
整
備
事
業
《
７
千　

万
円
》

３３

 

市
立
総
合
病
院
に
院
内
保
育
園
を
整

備
し
、
女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
を
進
め
、
医
師
・
看
護
師
等

の
人
材
確
保
を
推
進

●
栗
沢
地
域
子
育
て
施
設
等
構
想
策
定
事
業

《　

万
円
》

３５８

 

栗
沢
地
域
の
子
育
て
支
援
や
地
域
交

流
の
活
性
化
を
目
指
し
、
候
補
地
一

帯
の
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

基
本
構
想
を
策
定

〇
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業　
　
　
《　

万
円
》

１８９

 

絵
本
を
通
し
て
、
親
子
が
心
を
触
れ

あ
わ
せ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
推
進

【
療
育
体
制
の
充
実
】

●
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業《

３
千　

万
円
》

３１２

 

心
身
に
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
な

ど
に
対
し
て
、
特
別
支
援
教
育
支
援

員
を
配
置
し
、
適
切
な
就
学
指
導
お

よ
び
必
要
な
支
援
を
実
施

子
ど
も
・
子
育
て
の
支
援

【
充
実
し
た
教
育
環
境
の
整
備
】

●
小
学
校
校
舎
等
耐
震
化
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
《
１
億　

万
円
》

９５６

 

耐
震
診
断
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
校
舎
等
の
耐
震
化
に
係
る

実
施
設
計
に
取
り
組
む

〇
志
文
小
学
校
校
舎
等
改
築
事
業　
　
　
　
　
《　

億
３
千　

万
円
》

１３

１１９

 

志
文
小
学
校
校
舎
お
よ
び
屋
内
体
育
館
の
改
築
工
事
を
実
施

（
２
か
年
工
事
の
２
年
目
）

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

〇
市
民
の
学
び
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《　

万
円
》

９３０

 

い
わ
み
ざ
わ
市
民
大
学
や「
い
わ
な
び
」チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス

ク
ー
ル
な
ど
、
市
民
の
学
習
活
動
を
推
進

教
育
の
充
実
と
生
涯
学
習
の
推
進

7 平成26年4月 　　　　　　　



　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
農
業
後
継
者
の

確
保
対
策
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
る
生
産
の
効
率
化
と
省
力
化

な
ど
を
推
進
す
る
ほ
か
、
中
小
企

業
の
ニ
ー
ズ
や
実
態
を
踏
ま
え

た
融
資
制
度
の
見
直
し
、
中
心
市

街
地
の
 賑
 わ
い
の
創
出
、
地
域
産

に
ぎ

業
の
育
成
や
雇
用
の
創
出
な
ど

を
推
進
し
、
地
域
産
業
・
経
済
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
新
産
業
の
創
出
と
雇
用
の
確
保
】

〇
雇
用
促
進
事
業　
　
　
　
　
　

《
２
千　

万
円
》

８６５

 

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
雇
用
対
策
を
実
施

新
産
業
の
創
出
と
雇
用
の
確
保

【
農
業
の
持
続
的
な
発
展
】

〇
地
域
情
報
化
推
進
事
業　
　
　

《
２
千　

万
円
》

４６９

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
農
業
を
推
進
し
、
生
産
の

効
率
化
や
作
業
の
省
力
化
に
取
り
組
む

●
担
い
手
・
農
業
法
人
等
育
成
支
援
事
業

《
４
千　

万
円
》

８３０

 

市
独
自
の
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
な

ど
に
よ
り
、
農
業
後
継
者
の
育
成
な
ど
を
推
進

農
林
業
の
振
興

●：新規・拡充事業

〇：継続事業

8平成26年4月   　　　　　　　

基
幹
産
業
の
農
業
の
振
興
と
地
域
産
業
・
経
済
の
活
性
化
の

た
め
に

【
活
力
あ
る
商
工
業
の
形
成
】

●
商
工
金
融
円
滑
化
事
業
《　

億
６
千　

万
円
》

１３

６４９

 

中
小
企
業
の
円
滑
な
資
金
調
達
に
向
け
た

融
資
・
利
子
補
給
等
を
実
施

【
 賑
 わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
創
出
】

に
ぎ

〇
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
事
業
《
６
千　

万
円
》

４４５

 

ま
ち
な
か
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
推
進

●
ポ
ル
タ
ビ
ル
利
用
促
進
事
業

《
１
億
８
千　

万
円
》

５７１

 

第
１
ポ
ル
タ
ビ
ル
の
空
調
設
備
改
修
基

本
・
実
施
計
画
を
実
施

 

第
２
ポ
ル
タ
ビ
ル
の
大
規
模
修
繕
を
実
施

【
魅
力
あ
る
観
光
の
展
開
】

●
観
光
振
興
事
業　
　
　
　
　

《
４
千　

万
円
》

５１０

 

岩
見
沢
を
主
な
舞
台
と
し
た
映
画
の
全
国

公
開
に
合
わ
せ
、
岩
見
沢
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信

商
工
業
・
観
光
の
振
興

地地
域域
経経
済済
のの
活活
性性
化化

地
域
経
済
の
活
性

地
域
経
済
の
活
性
化化

地
域
経
済
の
活
性
化

　
急
激
な
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
の
進
行
な
ど
、
多
く
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
市
政
地
区
懇

談
会
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に

説
明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市

民
と
行
政
の
連
携
・
協
働
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
大
綱

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
経
営
型
行

政
運
営
」へ
の
転
換
に
向
け
て
、

職
員
の
意
識
改
革
や
能
力
開
発

を
促
し
、
未
来
に
誇
り
を
持
っ
て

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
予
算
は
、
中
長
期
財

２６

政
計
画
を
踏
ま
え
、「
選
択
と
集
中
」の

視
点
に
立
ち
、
事
業
目
的
別
予
算
編
成

の
手
法
に
よ
り
、
必
要
な
事
務
事
業
の

新
設
、
既
存
の
事
務
事
業
の
見
直
し
や

再
構
築
を
行
い
、
各
事
業
の
相
乗
効
果

を
図
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
集
中
的
な
予
算
配
分

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
総
額
は
　５１１

億
円（
前
年
度
比
　
％
の
増
）で
、
特
別

２.０

会
計
と
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
全
会
計

の
総
額
は
　
億
８
千
　
万
円（
前
年
度

９５８

１００

比
　
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

６.２
　
極
め
て
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
７
億
４
千
万
円
の
繰

り
入
れ
を
い
た
し
ま
す
が
、
持
続
可
能

な
自
立
し
た
行
財
政
基
盤
の
確
立
に
十

分
留
意
す
る
と
と
も
に
、
重
点
的
に
取

り
組
む
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
た
施
策

を
は
じ
め
、
施
策
全
般
に
わ
た
り
着
実

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
と
い
う
地
方
自
治
の
本

旨
に
沿
っ
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

予
算
の
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
合
先
　
市
企
画
室

平成２６年度 市政方針と予算

●：新規・拡充事業

〇：継続事業

9 平成26年4月 　　　　　　　

市
民
と
行
政
の
連
携
・
協
働
と
未
来
に
誇
り
を
持
っ
て

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

市市
民民
とと
とと
もも
にに
築築
くく
まま
ちち
づづ
くく
りり

市
民
と
と
も
に
築
く
ま
ち
づ
く

市
民
と
と
も
に
築
く
ま
ち
づ
く
りり

市
民
と
と
も
に
築
く
ま
ち
づ
く
り

【
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進
】

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業　
　
　
　
《
１
千
万
円
》

 

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
将
来
を
見
据
え
た
経
営
的
視

点
に
よ
る
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

【
職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
開
発
】

〇
職
員
研
修
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《　

万
円
》

７２２

 

研
修
専
門
機
関
へ
の
派
遣
等
を
通
じ
て
、
政
策
形
成
能
力

の
向
上
お
よ
び
専
門
的
知
識
の
習
得
に
よ
る
職
員
力
の

向
上
を
推
進

自
立
し
た
自
治
体
経
営
の
確
立

【
市
民
と
行
政
の
連
携
・
協
働
】

〇
市
民
参
画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
《
２
千　

万
円
》

７２８

 

市
民
自
ら
が
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
活
動
を
支

援
す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
住
民
自
治
を
推
進

 

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
仮
称
）の
制
定
に
向
け
た
検
討
・

協
議
を
実
施

市
民
と
行
政
の
連
携
・
協
働


